
◎七夕飾りに願いを込めて 
インストラクターの川野さんに昇降口に

笹竹を設置していただきました。児童たちは 
思い思いの願い事を書
いた短冊をつけたり、色
とりどりの飾りをつけ
たりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょうせんする子 

    うんどうを楽しむ子 

          なんでもやりぬく子                                          

長南町立長南小学校 

令和６年度７月１９日 

学校だより第５号 

いつだって心は一つ                                                                    

長南小 

充実した夏休みを過ごしましょう！ 
連日、はっきりしない空模様の日が続いていますが、学校周辺の山々からは蝉の鳴き声が響き、本格的

な夏の到来を感じさせます。また、子どもたちは、夏休みを迎えるのでわくわくしているようです。 
さて、令和６年度も４ヶ月を過ぎようとしています。今年度も、多くの学校行事を予定通り実施するこ

とができました。保護者や地域の皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。早いもので明日からは４４
日間の長い夏のお休みに入ります。気象情報によりますと、梅雨明けも発表され、本格的な夏到来となり

そうです。夏休みは、ご家族でお出かけする機会も多いと思います。しかし、気温が３５℃を超えるよう
な猛暑日が続くことも予想されます。お子様の健康を第一に考えて、熱中症には充分気をつけ、規則正し
い生活を心がけてお過ごしください。 
 また、学習においても、担任との教育相談の内容をもとに、課題や学習内容の復習を中心に計画的に取
り組ませ、夏休み明けの学習の準備も進めてください。 

９月２日（月）には、全校児童そろって元気に登校できることを楽しみにしています。保護者の皆様の
ご協力をお願いいたします。 

◎七夕集会の実施 

７月３日（水）、児童会・集会委員の企画に

より、七夕集会が実施されました。全校児童

が体育館に集まり、各クラスの代表が、自分

たちのクラスの願い事を発表しました。 

また、児童

に、七夕の意

味を知り、関

心を持っても

らうため、「劇

団Ｃ」のみな

さんが、七夕

のいわれやク

イズ、織姫と

彦星の物語を

ユーモアたっ 

ぷりの演劇で披露してくれました。 

児童たちは楽しい時間を過ごしていました。 

↑クラス代表の願い事の発表 

↑「劇団Ｃ」のみなさん 

↑七夕の竹飾り 

◎親子むし歯予防教室・歯科指導の実施 

７月１１日（木）、１年生を対象に「親子むし

歯予防教室」、５年生を対象に「歯科指導」を実

施しました。歯科衛生士の植草様からむし歯に

なりにくい食生活や毎日の正しい歯磨きの仕方

についてお話をいただきました。１年生の保護

者の皆様にはお忙しい中参加していただきあり

がとうございました。 

↑１年生 親子むし歯 

予防教室 
↑５年生 歯科指導 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎９月のスクールカウンセラーの在校日について 
９月は、９月１２日(木)です。 

夏休み中の家庭生活や休み明けの学校生活で心配なことなど、スクールカウ

ンセラーの高原先生に相談したいことがありましたら、学級担任、担当の中村、

教頭、または養護の松本宛にご連絡をください。 

◎職員の電話対応について 

本校職員の電話対応について、下記のようにしました。ご理解ご協力をお願いいた

します。 

・「非通知」の電話には対応しません(不審電話等に対応しないための処置です)。 

・お手持ちの電話が「番号非通知」の設定になっている場合は、設定の変更をお願い

いたします。 

お知らせ 

◎着衣永講習の実施 

７月３日（水）、長生地区の消防署員の有志グループ「水難学会

(すいなんがっかい)」の方々を講師として、３～６年生を対象に

「着衣泳講習」を実施しました。 

この講習の目的は、着衣状態での「浮きやすさ」を児童に体験

してもらうことで、万が一、事故に遭遇したときには「浮いて助

けを待つ」ことを理解し、出来るようにすることです。 

講師の方のお話の後、児童たちは、水着の上に普段の衣服を身 

につけた状態で、プールに入りました。水着だけの時よりも、衣服を身につけている方が水の抵抗を

受けて体が思うように動かなくなることを体験しました。そして、２Lのペットボトルを使用して、

仰向けで体を浮かせる練習をしました。児童たちは初めての体験で、最初は戸惑っていましたが、講

師の方々の指導や励ましで、徐々に水に慣れて、５分以上も体を浮かせることができる児童もいまし

た。 

水の事故は絶対あってはいけませんが、いざというとき慌てず「自分の身を守る」行動がとれるこ

とが大切です。貴重な機会をくださった｢水難学会｣の方々に感謝申し上げます。 

◎サーフィン体験会の実施 

７月１２日（金）、日本サーフィン連盟(NSA)による長生地域小学生対象

の「サーフィン体験会」が実施されました。この体験授業は、東京五輪で

一宮町釣ヶ崎海岸がサーフィン競技の会場となったことを契機として、サ

ーフィンの魅力や素晴らしさを県内の小学生に体験してもらうため、千葉

県と NSAが協定を締結して実施しています。本校では、５・６年生の児童

が参加しました。児童たちは、プロサーファーの人たちの指導を受けなが 

らパドリング(腹ばいで腕を使って水を漕ぐ動作)やスタンディング（ボードの上に立つ動作）に挑 

戦しました。初めて体験した児童が多く、講師にサーフボードを支

えてもらいながら、サーフィンの基本動作に挑戦していました。講

習の最後には、２つのグループに分かれてパドリングのリレーを行

いました。児童たちは、勝負の行方に一喜一憂し歓声を上げて応援

していました。また、児童たちは充実感あふれる笑顔で、サーフィ

ンを体験していました。貴重な機会をくださった講師の方々に感謝

申し上げます。 


